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開町50周年の平成７年に始まり、今年で10回目を迎えた東西対抗綱引
き大会。東西あわせて総勢600人余りが綱を引き合い、今年は西軍が
昨年の雪辱を果たし、通算で４勝４敗２引き分けとなりました。�

なかしべつ夏祭りの東西対抗綱引き大会�
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地球が丸く見える

8
22

青空本の広場�
収益金で児童図書購入�

　
青
空
本
の
広
場
実
行

委
員
会
主
催
の
第
十
九

回
「
青
空
本
の
広
場
」

が
図
書
館
前
庭
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
も
町

民
か
ら
寄
付
さ
れ
た
九

千
冊
余
り
の
古
本
が
並

べ
ら
れ
、
定
価
の
一
割

で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
古

本
な
ど
の
収
益
金
（
約

十
一
万
円
）
で
児
童
図

書
を
購
入
し
、
図
書
館

に
寄
贈
す
る
予
定
で
す
。
�

地球が丸く見える

8
12
丸
山
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
�

全
国
大
会
出
場
報
告
�

　
先
の
ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
北
北
海
道
大
会
で
二
年

連
続
優
勝
し
た
丸
山
小
学
校
の
「
丸
山
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）
は
全
国

大
会
（
東
京
）
で
の
戦
い
ぶ
り
を
町
長
に
報
告

し
ま
し
た
。
�

　
三
月
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
（
鹿
児

島
）
で
は
、
先
輩
達
が
準
優
勝
の
快
挙
を
達
成
。

新
チ
ー
ム
と
な
っ
た
今
年
度
も
『
丸
山
魂
』
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
北
北
海
道
大
会
を
完
勝
。
�

　
全
国
大
会
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
惜
敗
し
た

も
の
の
、
今
後
の
大
会
へ
向
け
て
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
�

第48回なかしべつ夏祭りが、８月13日の花火

大会にはじまり、14日からはしるべっと広場

をメイン会場にして、開かれました。�

今年は例年にない猛暑の中、パレードやＹＯＳ

ＡＫＯＩ祭りが催され、千円札のつかみどりの

抽選会では抽選券を手にした多くの観衆で広場

が埋まりました。翌日の15日は恒例の東西対

抗綱引き大会などが行われましたが、４時過ぎ

より雨が降り出し仮装盆踊りは、会場をしるべ

っとホールに変更し、祭りのフィナーレを飾り

ました。�
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写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
ネ
ガ
を
お
貸
し
し
ま
す
。�

地球が丸く見える

8
29

中標津町長・町議会議員選挙で、�
　西澤雄一新町長・新町議決まる�

　
町
長
・
町
議
会
議
員
の
同
時
選
挙
を
実
施

し
た
結
果
、
第
七
代
中
標
津
町
長
に
西
澤
雄

一
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
選
挙

で
は
二
十
五
人
が
立
候
補
し
、
即
日
開
票
の

結
果
、
二
十
四
人
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
�

　
十
月
号
（
来
月
）
の
広
報
で
新
し
い
町
長

と
町
議
会
議
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

地球が丸く見える

8
22

迫力満点�
「馬事競技大会」�

　
第
二
十
九
回
標

津
・
中
標
津
連
合

馬
事
競
技
大
会

（
同
地
区
馬
事
愛

好
会
主
催
）
が
、

町
内
南
中
特
設
競

馬
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
も

遠
く
は
愛
知
県
か

ら
の
参
加
者
を
含

め
、
ば
ん
馬
や
草

競
馬
の
三
十
一
レ

ー
ス
に
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
�

第4848回なかしべつ夏祭りが、８月回なかしべつ夏祭りが、８月1313日の花火日の花火

大会にはじまり、14日からはしるべっと広場

をメイン会場にして、開かれました。�

今年は例年にない猛暑の中、パレードやＹＯＳ

ＡＫＯＩ祭りが催され、千円札のつかみどりの

抽選会では抽選券を手にした多くの観衆で広場

が埋まりました。翌日の15日は恒例の東西対

抗綱引き大会などが行われましたが、４時過ぎ

より雨が降り出し仮装盆踊りは、会場をしるべ

っとホールに変更し、祭りのフィナーレを飾り

ました。�

第48回なかしべつ夏祭りが、８月13日の花火

大会にはじまり、14日からはしるべっと広場

をメイン会場にして、開かれました。�

今年は例年にない猛暑の中、パレードやＹＯＳ

ＡＫＯＩ祭りが催され、千円札のつかみどりの

抽選会では抽選券を手にした多くの観衆で広場

が埋まりました。翌日の15日は恒例の東西対

抗綱引き大会などが行われましたが、４時過ぎ

より雨が降り出し仮装盆踊りは、会場をしるべ

っとホールに変更し、祭りのフィナーレを飾り

ました。�

第48回�
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『町民１分間行動』で、家庭でも�
防災訓練に参加しましょう！�

�
　防災訓練当日、各家庭や職場などで、地震
発生の想定に合わせ、「火の始末、身の安全、�
出入り口の確保、非常持ち出し品や懐中電灯
の確認」を行い、災害に備えましょう。�

５月号より毎月掲載してきました『防災』情報も今月で５回目となりました。�

いつ起こるかわからない災害に対し、日頃からの備えが必要であり、町民のみなさんの防�

災意識を高めてもらうために色々な情報をお知らせしてきました。�

町では、10月４日の中標津町「防災の日」に総合防災訓練を計画しています。�

今月号では、その内容と緊急時の避難場所などについてお知らせしますので、参考にして�

ください。（『防災』情報は今月号で終了しますが、防災に関することは、総務部総務課�

行政改革・防災係で受け付けていますので、お気軽にご相談ください。）�

５月号より毎月掲載してきました『防災』情報も今月で５回目となりました。�

いつ起こるかわからない災害に対し、日頃からの備えが必要であり、町民のみなさんの防�

災意識を高めてもらうために色々な情報をお知らせしてきました。�

町では、10月４日の中標津町「防災の日」に総合防災訓練を計画しています。�

今月号では、その内容と緊急時の避難場所などについてお知らせしますので、参考にして�

ください。（『防災』情報は今月号で終了しますが、防災に関することは、総務部総務課�

行政改革・防災係で受け付けていますので、お気軽にご相談ください。）�

　平成６年の北海道東方沖地震から早くも10年が経過しようとしています。�

　町では、当時の災害の記憶を忘れないよう、10月４日（月）に総合防災訓練の実施を計画しています。�

�

　日　　時　10月４日（月）午前９時30分～�

　場　　所　中標津中学校グラウンド�

　主な内容　避難訓練、消火訓練（初期消火）、�

　　　　　　救助訓練、通信伝達訓練などを予�

　　　　　　定していますので、皆さんの参加、�

　　　　　　見学をお願いします。�

�

　※詳しくは、後日チラシを作成しお知らせします。�

中標津町総合防災訓練を実施します�
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あなたの避難場所はここです！�
�

あなたの住んでいる町内会の避難場所は次のところです。緊急時には緊急避難場所へ避難し、状況が落ち着いたら一時避

難場所へ避難してください。�

いざというときにあわてないよう、一度自宅から家族みんなで歩いて道順を確認しておきましょう。�

５月号より毎月掲載してきました『防災』情報も今月で５回目となりました。�

いつ起こるかわからない災害に対し、日頃からの備えが必要であり、町民のみなさんの防�

災意識を高めてもらうために色々な情報をお知らせしてきました。�

町では、10月４日の中標津町「防災の日」に総合防災訓練を計画しています。�

今月号では、その内容と緊急時の避難場所などについてお知らせしますので、参考にして�

ください。（『防災』情報は今月号で終了しますが、防災に関することは、総務部総務課�

行政改革・防災係で受け付けていますので、お気軽にご相談ください。）�

宝くじ助成により防災用設備を配備�
�

　このたび、白樺町内会自主防災組織に防災用具などが配備されました。�

　この配備は平成16年度の宝くじ助成により実現したもので、白樺町内会では、

『平成13年度に自主防災組織をつくり、町主催の防災訓練を町内会で実施す

るなど、防災活動に取り組んできましたが、昨年十勝沖地震が発生し防災の

重要性を痛感していたところであり、今後も日頃からの防災への啓発や万が

一の災害に備えたい』と話されていました。�

　この助成は、財団法人自治総合センターが受け入れる宝くじの売上収益を

財源に、コミュニティ活動の促進と宝くじの普及を目的に行われているもの

です。�

中標津小学校グラウンド・皆川児童公園・泉児童公園�

丸山小学校グラウンド・西町地区コミュニティーセンター・�
川西町内会館�

町営野球場・中標津保育園・丸山公園多目的広場�

東中児童公園・シルバースポーツセンター・まこと児童公�
園・丸山公園多目的広場�

東７条緑地・しるべっと広場�

南町児童公園・中標津高等学校グラウンド�

中標津高等学校グラウンド・双葉児童公園・中標津小学校�
グラウンド�
�
しるべっと広場・東小学校グラウンド�

東小学校グラウンド・白樺児童公園�

東児童公園�

東児童公園・睦児童公園�

明生児童公園�

�

�
俵橋小学校グラウンド�

武佐小中学校グラウンド・上武佐集会所�

開陽小学校グラウンド�

協和部落会館・豊岡部落会館・南中標津会館�

当幌研修館�

俣落小中学校グラウンド�

西竹小中学校グラウンド・拓友館・第二俣落会館�

上標津へき地集会所�

若竹小学校グラウンド�

養老牛小中学校グラウンド・養老牛温泉駐車場�

西竹小中学校グラウンド・東西竹へき地保健福祉館�

計根別生涯学習センター・中標津町交流センター・計根別�
小学校グラウンド�

緊　急　避　難　場　所� 一時避難場所�町　内　会　名�

西泉・東泉・清泉�
南泉・泉中央・緑町�
�
西 町 ・ 川 西 �
�
�
末 広 ・ 栄 ・ 北 町 �
�
�
東 中 ・ ま こ と �
�
日 の 出 ・ 中 央 �

南 町 �
�
標ヶ丘・宮下第２�
�
桜ヶ丘・宮下第１�
旭 第 １ ・ 旭 第 ２ �

白 樺 �

東�

睦�

明 生 �

計根別市街・周辺�

俵 橋 �

武 佐 �

開 陽 �

協 和 ・ 豊 岡 �
拓 農 ・ 南 中 �

当 幌 �

俣 落 �

第 ２ 俣 落 �

上 標 津 �

若 竹 �

養 老 牛 �

東 西 竹 �

中標津小学校・西児童館�

丸山小学校・武道館�

丸山小学校・武道館�
※橋が危険な場合は職業訓練センター�

丸山小学校・東中多目的集会所�

総合文化会館�

中標津高等学校・中標津小学校�

東小学校�

広陵中学校�

総合文化会館�

計根別生涯学習センター�
中標津町交流センター�

俵橋小学校�

武佐小中学校・上武佐集会所�

開陽小学校�

協和部落会館・豊岡部落会館・�
南中標津会館�

当幌研修館・中標津小学校�

俣落小中学校�

西竹小中学校・拓友館�

上標津へき地集会所�

若竹小学校�

養老牛小中学校�

西竹小中学校�



諸　手　当�

　給料以外の諸手当には次のものがあり、それぞれ支給さ

れる職員の範囲、手当の額（表④）などが定められていま

す。�

と職員数のあらまし�

表④　職員手当の状況（平成16年4月1日現在）�

区　　　　分�

給料� 町　長�
助　役�
収入役�

847,000円�
679,000円�
611,000円�

�

６月期　　　2.10月分�
12月期      　  2.30月分�
　 計　　　   4.40月分�
※ 加算措置割合15％�

報酬� 議　長�

副議長�

委員長�

議　員�

306,000円�

245,000円�

219,000円�

193,000円�

（296,000円）�

（237,000円）�

（212,000円）�

（187,000円）�

６月期　　　1.95月分�

12月期      　  2.45月分�

　 計　　　   4.40月分�

※ 加算措置割合15％�

手当の名称�

期末・�
勤勉手当�

寒冷地手当�

支　　　給　　　金　　　額　　　等�

☆平成15年度から3月期の期末手当が廃止されています。�

※ 職務上の段階、職務の級等により加算措置がある。�
　（5％～15％）�

（注）「管理職手当」については、極めて厳しい財政状況を鑑み、支給額�
　　　縮減措置として平成14年度から支給額の10％削減を実施。�

特別職の給料・報酬�

　町長をはじめ、常勤の特別職の給料と町議会議員の報酬
は表⑥のとおりです。�
表⑥　特別職の報酬等の状況（平成16年4月1日現在）�

給料・報酬月額� 期　末　手　当�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

そ の 他�

管理職手当�

支給月�
６月期�

12月期�

計�

1.4月分�

1.6月分�

3.0月分�

2.1月分�

2.3月分�

4.4月分�

0.7月分�

0.7月分�

1.4月分�

計�勤勉手当�期末手当�

☆基準日に在勤し、常時勤務する職員に対し扶養親族の数等に応じ支給。�

基　　　準　　　額�

扶養親族３人以上　163,700円�
扶養親族１～２人　136,500円�
扶養親族０人　　　  82,900円�

66,500円�
66,500円�
44,300円�

22,200円�

加　算　額�

世
帯
主�

その他の職員　　　　    59,200円�

区　　　分�

一般行政部門�

特別行政部門�

公営企業等会計部門�
�

合　　　　計�

187人�

92人�

211人�
�

490人�

職　員　数�

　町職員の定数は、条例で上限が540人と決められており、

職員数の状況は、表⑤のとおりです。�

定員適正化計画��
　本町は、平成10年３月に社会の変化に対応した簡素で効率
的な行政の確立に向け、自主的に改革を図ることを基本方針
とした「第３次中標津町行政改革実施計画」を策定し、住民
ニーズに即応した活力に満ちた魅力ある地域社会を築きあげ
ていくため、自主的・計画的かつ新たな視点にたった行政改
革を実施し、社会の変化に対応した効率的な行政運営と町民
サービスの向上にその成果をあげてきたところであります。�
　しかしながら、現下の地方財政を取り巻く環境は極めて厳
しく、本格的な地方分権の時代の到来を迎え、行財政改革の
推進が喫緊の課題となっている今日、定員管理の適正化に向
けた取り組みを強化し、スクラップ・アンド・ビルドの徹底
等による定員管理の一層の適正化を図ることが求められてい
ます。�
　本町においては、平成８年度に５ヶ年の「職員定員適正化
計画」を策定し、定員管理の適正化に努め一定の成果をみた
ところでありますが、社会情勢の変化を受けて、地方公共団
体の職員数や行政需要等は大きく変動しており、行政改革の
重要事項である定員管理の適正化にむけた取組を一層推進す
ることが必要であることから、平成15年10月に３ヶ年の「第
二次職員定員適正化計画」を策定し、職員定員管理適正化に
努めています。定員適正化計画の進捗状況は表⑦のとおりで
す。�
�

表⑤　部門別職員数の状況�

職　　　員　　　数�

平成15年�

179人�

90人�

224人�
�

493人�

平成16年�
摘　　　要�

△　8人�

△　2人�

　13人�
�

　3人�

対前年増減数�

教育関係�

病院,水道,下水道,簡易�
水道・国民健康保険、�
介護保険の各会計�

（注１）計画策定後、簡易水道特別会計が設置されたことから、簡易水道
会計職員を一般行政部門に加えています。�

（注２）職員数には、教育長を加えた職員数となっています。�
�

（注）平成16年度より、簡易水道事業特別会計が設置されたことから、前
年度の一般行政部門職員３人を公営企業等会計部門に移行している。�

表⑦　定員適正化計画の進捗状況（普通会計職員）�

年　　　　度�

目標の職員数�

実績の職員数�

目標との比較�

�

平成15年度�平成16年度�平成17年度�平成18年度�

－　�

280人�

－　�

276人�

273人�

△　3人�

273人�

－人�

－人�

269人�

－人�

－人�

計画期間：平成16年度～平成18年度�

�

6
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決算と人件費�

　人件費には、毎月の給与のほか退職手当や共済費の使用
者負担分など広い範囲の経費が含まれています。（表①は
決算統計による人件費の状況）�
　また、月々の給料と諸手当、期末・勤勉手当を合わせた
職員給与費の内訳は表②のとおりです。�

平均給料月額と初任給の状況�

　給料表は、一般職と医療職に区分され、職務の内容と責

任の程度に応じて、それぞれいくつかの級に分かれていま

す。一般行政職員の初任給と平均給料月額は表③のとおり

です。�

　町職員の給与は、基本給としての給料と期末・勤勉手当や扶養、
住居、通勤手当などの諸手当から成り立っています。�
　給与は、国や他の地方公共団体の給与を考慮し、町議会で議
決された「中標津町職員の給与に関する条例」によって決めら
れています。�
　また、これらの職員に支給される給与費と使用者負担分の共
済費を合わせた人件費は、毎年予算計上され、町議会で審議さ
れています。�
　この内容を町民の皆様にご理解いただくため、職員数の状況
とともに、その概要をお知らせします｡�
　なお、町職員の給与水準は、国家公務員の給料を100とした「ラ
スパイレス指数」でみてみますと、平成15年４月１日現在、
全道市町村平均98.6、中標津町を除く根室管内（１市３町）平
均98.6に対して、中標津町は97.3となっています。�

　このたび、財団法人自治総合センターのコミ
ュニティ助成事業の助成を受け、祭り・イベ
ントで使用する「提灯電柱添架フレーム」と「ご
み分別用袋ホルダー」を製作しました。この
事業は、財団法人自治総合センターが全国宝
くじ普及広報事業費として受け入れる宝くじ
受託事業収入を財源として、住民の行うコミ
ュニティ活動を推進し、その健全な発展を図
るとともに宝くじの普及広報を目的として行
われているものです。�
　なお、今回製作した備品は住民の皆さんが
主体となって行う各イベントにも貸出します
ので、益々の賑わいとごみ分別にご協力いた
だき環境に配慮したイベントの実施を期待し
ます。大切にお使い下さい。�
　貸出しに関することなど詳しくは、経済部
経済振興課観光振興係まで。�
�

町職員の給与と職

区　分　人　口　     歳出総額A　       人件費B　     人件費率B／A�

14年度   23,552人   15,687,534千円   2,333,961千円         14.9％�

15年度   23,648人   14,843,797千円   2,287,653千円         15.4％�

（注）１．人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。�

　　　２．「普通会計」とは、一般会計と町営牧場特別会計を合わせた�

　　　　　ものです。�

　　　３．人口は、各年度の３月31日現在の住民基本台帳人口です。�

　　　　　　　　     給　　　　与　　　　費�

　　　   　　　 給　　料   　諸  手  当　     計　 B�

�

（注）１．諸手当には退職手当を含みません。�

　　　２．給与費は当初予算額です。�

16年度　270人　1,047,517千円　641,722千円　1,689,239千円　6,256千円�

表①　人件費の状況（普通会計決算）�

表②　職員給与費の状況（普通会計予算）�

１人当たり�
給与費�
B／A

平　　均�
給料月額�10年以上�

15年未満�
15年以上�
20年未満�

20年以上�
25年未満�

平均年齢�

区  分�職員数A

一般行政職�

大卒�

短卒�

高卒�

表③　初任給と平均給料月額（平成16年４月１日現在）�

区　分� 初任給�
経験年数区分別平均給料月額�

（注）「一般行政職」とは、保健師、医療技術職、教育職などの特殊な職種を�
　　　除いた一般事務職や一般技術職をいいます。�

171,700円�

148,500円�

138,800円�

392,700円�

338,600円�

350,600円�

339,900円�

303,500円�

286,000円�

274,800円�

228,800円�

226,200円�

332,600円�42歳3月�

コミュニティ助成金で�
提灯電柱添架フレーム・�
ごみ分別用袋ホルダー�

を製作しました。�

「ごみ分別用袋ホルダー」�

「提灯電柱添架フレーム」�
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　平成15年度の中標津町全体の決算額については、左図のとお

り総額271億1,581万円で、前年度と比較すると約10億5千万円

の減となりました。各会計の内容につきましては、広報中標津

7月号と８月号によりお知らせしたとおりです。今回は、近年

における町財政の変化について説明します。�

　平成15年度の普通会計歳出（支出）決算額（148億4,380万円）は、
ピーク時の平成13年度に比べ約12億２千万円の減となりました。これ
は町の最も大きな収入である地方交付税が、国の「三位一体の改革」
などにより平成12年度を境として３年連続の大幅減額（総額12億
4,357万円減）となった影響です。このため町では、収入に見合った
支出とするため、経常経費の削減はもとより、職員費の縮減、各種補
助金等の見直しなどにより支出の縮減に努めてきました。また、町税
は毎年約25億円の収入となっていますが、不況の影響などにより平成
15年度は前年度に比べ7,057万円の減となりました。しかし納税対策
の取り組み強化により収入率は89.9％と前年を0.3ポイント上回りました。�
�
※普 通 会 計～通常公表される財政関係の統計に用いられる会計区分
　　　　　　　で、本町の場合一般会計と町営牧場特別会計の合計�
※地方交付税～全国どこでも公平なサービスが受けられるように、国
　　　　　　　が国税の一定割合を交付するお金�

中標津町の貯金残高は？�
　中標津町では、公共施設の整備や地域福祉の増進、ＪＲ標
津線の代替交通機関の確保等のために積み立て活用してきた
貯金は、平成15年度末で45億4,714万円（町民一人当たり約
19万円）となっています。そのうち、災害等の緊急的な財
政需要に対応するための財政調整基金、借入金返済のための
減債基金を合わせた、いわゆる必要に応じ何にでも使うこと
のできる貯金の残高は21億2,051万円（町民一人当たり約9
万円）となっています。なお、平成15年度までに取り崩し額
が最も大きかったものは総合文化会館建設のための借金（町
債）の返済に充てた総合文化会館建設基金（10年間で11億
8,879万円減）となっています。�

中標津町の借入金残高は？�
　中標津町ではこれまで、厳しい財政環境の中で景気対策や
基盤整備のために借入金を有効に活用してきました。�
平成15年度の普通会計においては、中標津中学校校舎増改築
事業や運動公園整備事業、地方交付税の不足分を市町村が借
り入れる赤字町債などにより新たに20億5,240万円を借り入
れました。このため、前年度に比べ７億1,149万円増の160億
1,708万円（町民１人当たり約68万円）の残高となっています。
さらに特別会計と企業会計を合わせた町全体では約324億
6,199万円（町民１人当たり約137万円）の残高となってい
ます。これらの返済は、今後の財政運営を圧迫し、将来へ負
担をまわすことになることから、今後は必要最小限の借入れ
に抑制しなければなりません。�

※その他特定目的基金＝JR代替輸送確保基金、総合文化会館建設基金、地域振興基金など�

※町民一人当たり＝人口23,648人（Ｈ16.3.31現在）により算出�

牧場会計・国保会計・市場会計・�
下水道会計・老人保健会計・�
介護保険会計の合計�

H6

H11�

H12�

H13�

H14�

H15

10

財政調整基金�

普通会計歳出決算額� 地方交付税� 町　税�

減債基金� その他特定目的基金�

20

基金（貯金）残高の推移�

30 40 50 60 70億円�

20

40

60

80

100

120

140

160

億円�

149

55

22 23 2324 24 24 24 25 25

57
60 61

64
66 66

69 69

138
129

133

144 148
151

161 157

148億4,380万円�

56億6,386万円�

24億5,369万円�

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

病院会計・�
水道会計の合計�

会計別決算状況�

一般会計�

147億8,274万円�

対前年度�
▲5.4%

特別会計�

68億3,131万円�

対前年度�
▲0.5%

平成15年度　決算（歳出）総額��
271億1,581万円�（対前年度　▲3.7%）�

35 57

31 52

27 49

40 6111

11

10

10

10

11

11

12

12 9 24 45

H11�

H12�

H13�

H14�

H15

50

普通会計� 特別会計・企業会計�

100

町債（借金）残高の推移�

普通会計歳出決算額などの推移�

150 200 250 300 350億円�

191 324

188 323

182 325

175 328

133

135

143

153

160 165 325

企業会計�

55億176万円�

対前年度�
▲3.1%（　       ）�（　       ）� （　   ）�

　前回（広報８月号）に引き続き「平成15年度　町の決算状況」についてお知らせします。�

平成15年度　町の決算状況 Ⅱ�
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健康いちばん�

中標津町保健センター　歯科衛生士�

「あなたの『お口』潤っていますか？」�

　
お
口
が
な
ん
と
な
く
臭
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
�

　
口
臭
の
原
因
は
、
に
ん
に
く
等
臭

い
の
強
い
食
品
を
食
べ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
考
え

ら
れ
る
の
が
、
だ
液
の
分
泌
不
足
に

よ
る
口
臭
で
す
。
�

　
だ
液
に
は
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
に
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
補
い
む
し
歯
を
防
ぐ
、

消
化
を
助
け
る
、
粘
膜
を
保
護
す
る

な
ど
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
病
原
微
生
物
に
作
用
し
抵
抗
す

る
抗
菌
作
用
、
口
の
中
を
洗
い
流
し

清
潔
に
す
る
自
浄
作
用
が
低
下
す
る
と
、

食
べ
か
す
が
口
の
中
に
残
り
、
細
菌

が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
臭
い
を
放
ち

ま
す
。
�

 
だ
液
の
分
泌
不
足
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
単
に
口
が
渇
く
不
快

感
だ
け
で
な
く
、
口
の
粘
膜
も
傷
つ

き
や
す
く
、
味
覚
も
減
退
し
、
入
れ

歯
の
不
適
合
や
む
し
歯
や
歯
周
病
が

発
生
進
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
�

 
日
頃
か
ら
だ
液
の
出
が
少
な
い
、

口
が
渇
き
や
す
い
と
感
じ
る
方
は
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

①
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
べ
物
を
よ

く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
野
菜
な

ど
食
物
繊
維
の
豊
富
な
食
品
は
、
だ

液
の
分
泌
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
水

や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
食
事
（
流

し
食
べ
）
は
、
だ
液
の
分
泌
を
減
少

さ
せ
ま
す
。
�

②
鼻
炎
な
ど
の
鼻
疾
患
や
癖
な
ど
で

口
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
い
つ

も
口
が
開
い
て
い
る
と
、
だ
液
は
蒸

発
し
て
し
ま
い
、
口
が
渇
く
原
因
に

な
り
ま
す
。
�

③
キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
ガ
ム
を
じ
っ

く
り
噛
む
と
、
だ
液
の
出
が
と
て
も

よ
く
な
り
ま
す
。
だ
液
は
す
ぐ
に
飲

み
込
ま
ず
に
歯
面
を
十
分
潤
す
よ
う

に
し
、
五
分
以
上
は
噛
み
続
け
ま
し

ょ
う
。
市
販
の
物
を
利
用
す
る
場
合
は
、

キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
含
有
量
が
多
く
（
総

甘
味
料
の
五
〇
％
以
上
）
、
砂
糖
な

ど
糖
類
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
シ
ュ

ガ
ー
レ
ス
タ
イ
プ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
�

④
舌
を
前
後
、
上
下
、
左
右
に
動
か

す
舌
体
操
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
食

事
の
前
に
ゆ
っ
く
り
五
回
位
繰
り
返

す
と
、
だ
液
が
じ
わ
じ
わ
と
湧
き
出

て
き
ま
す
。
�

 
さ
て
、
今
年
も
『
い
き
い
き
健
康

ま
つ
り
』
を
九
月
二
十
六
日
（
日
）
、

し
る
べ
っ
と
で
開
催
し
ま
す
。
歯
科

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
だ
液
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
歯
医
者
さ
ん
の
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
�

�

うるお�

こ
う
こ
き
ゅ
う
�

ぜ
つ
た
い
そ
う
�

右の写真のような状態にならないよう、

下水以外のものを流さないでください。

（写真は機械を入れて清掃したあと）�

九
月
十
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す
�

�下
水
道
を
大
切
に
！
�

�　
下
水
道
に
下
水
以
外
の
も
の
を
流
す
と
、
自
宅
の
排
水
設
備
や
道
路

下
の
下
水
本
管
が
詰
ま
っ
て
悪
臭
発
生
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
終
末
処

理
場
の
機
能
を
低
下
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守

っ
て
下
水
道
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
�

��������������������������　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
下
水
道
課
維
持
普
及
係
ま
で
。
�

台所で料理に使った油を流すと、下水道

管の中でラード状に固まり詰まる原因と

なります。（写真はマンホールの中）�
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営
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宅
入
居
者
募
集
�

�募集
団
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中
団
地
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・
３
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Ｋ
�

　
昭
和
五
十
四
年
建
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戸
�

　
家
賃
　
九
千
八
百
円
〜
�

　
　
　
　
一
万
六
千
二
百
円
�

募
集
団
地
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成
五
年
建
設
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戸
�

　
家
賃
　
二
万
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千
六
百
円
〜
�
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万
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千
二
百
円
�

申
込
期
限
　
九
月
十
五
日
（
水
）
�

受
付
場
所
　
役
場
管
理
課
住
宅
係
�

抽

選

日
　
九
月
十
七
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
午
後
一
時
�

抽
選
会
場
　
役
場
三
〇
一
号
会
議
室
�

入
居
可
能
日
　
平
成
十
六
年
十
月
�

�「
危
険
物
取
扱
者
試
験
�

準
備
講
習
会
」
の
ご
案
内
�

�根
室
北
部
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
�

受
験
者
の
合
格
を
目
標
に
受
験
希
望
者
�

に
対
し
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
�

講
習
種
別
　
乙
種
４
類
（
丙
種
受
験
者
�

　
　
　
　
　
で
も
受
講
可
）
�

日
　
　
程
　
十
月
五
日
（
火
）
〜
�

　
　
　
　
　
六
日
（
水
）
の
二
日
間
�

場
　
　
所
　
中
標
津
消
防
署
講
堂
�

申
込
締
切
　
九
月
二
十
八
日
（
火
）
�

　
講
習
会
要
項
及
び
申
込
書
は
消
防
本
�

部
又
は
中
標
津
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
�

　
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、
消
防
本
部

1（
２
）
９
１
１
４
ま
た
は
中
標
津
消
防

署
1（
２
）
２
１
８
１
ま
で
。
�

�

消
火
器
の
訪
問
点
検
に
�

ご
注
意
を
！
�

�　
最
近
各
地
で
不
適
正
な
点
検
や
高
額

請
求
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
�

　
点
検
を
承
諾
す
る
前
に
必
ず
契
約
業

者
で
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
�

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
�

・
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
�

・
点
検
を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
、
は
�

　
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
�

・
契
約
書
に
は
ん
こ
を
押
さ
な
い
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
消
防
署
予
防
指

導
係
1（
２
）
２
１
８
１
ま
で
。
�

�住
宅
金
融
公
庫
融
資
を
ご
返

済
中
の
方
へ
の
お
知
ら
せ
�

�　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
現
在
、
融
資

の
ご
返
済
中
の
方
で
収
入
の
減
少
等
に

よ
り
返
済
が
困
難
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
、

返
済
期
間
の
延
長
等
の
返
済
条
件
の
変

更
な
ど
の
返
済
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

　
返
済
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、

現
在
ご
返
済
中
の
金
融
機
関
か
住
宅
金

融
公
庫
北
海
道
支
店
ま
で
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
�

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
海
道

支
店
1
０
１
１
（
２
６
１
）
８
３
０
８

ま
で
。
（
相
談
時
間
は
、
毎
週
月
〜
金

曜
日
及
び
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
午
前

九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
。
）
�

住
宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

http
://w
w
w
.jyuko

u.g
o
.jp
�

�公
証
事
務
休
日
相
談
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
遺
言
、
大
切
な
各
種
の
契
約
に
つ
い
�

て
、
公
正
証
書
作
成
の
ご
相
談
を
お
受
�

け
し
ま
す
。
お
仕
事
で
お
忙
し
い
方
の
�

た
め
、
休
日
相
談
の
ご
利
用
を
お
勧
め
�

し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
�

日
 
時
　
十
月
二
日（
土
）、
三
日（
日
）
�

　
　
　
 
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま
で
�

場
 
所
　
釧
路
市
末
広
町
七
丁
目
二
番
地
�

　
　
　
 
金
森
ビ
ル
一
階
�

　
詳
し
く
は
、
釧
路
公
証
人
役
場
公
証

人
山
c
久
照
さ
ん
1
０
１
５
４（
２
５
）

１
３
６
５
ま
で
。
�

�

税　　金�
M A T I O N

9
September

らくらしの広場�らしの広場�
9

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

　7

14

21

28

6

13

20

27

日 月 火 水 木 金�土�

　日時／９月21日（火）午後１時～午後５時　　　　場所／中標津経済センター�
　　　　９月22日（水）午前９時～午前11時30分�

詳しくは、町立中標津病院�
医事課　12-8200まで。�

月� 13 27

火� な　　し�

水�

２�

�

３�

８�

９�

10

15１� �

16

17

30

24

木�

金�

�

�
９月は国民健康保険税（第４期）、
介護保険料（第４期）の納期です�

�
　国民健康保険税の第４期、介護保険
料の第４期の納期限は９月30日です。
忘れずに納期内に納めましょう。�
　町道民税の第２期、国民健康保険税
及び介護保険料の第３期の納期限がす
でに経過しています。もう一度お手元
の納付書を確認のうえ、納付されてい
ない方は早急に納めましょう。�
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。�
�
～町税等各種収納金の�

納付は口座振替で～�
＜９月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
��
�
�

�
�
�
�
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。�
�

消費税・地方消費税�
（個人事業者）の納付に振替納税�

を利用されている方へ�
�

　個人事業者の消費税・地方消費税の
中間納付税額の振替日は９月27日（月）
となっています。利用されている方は
お忘れにならないようご注意ください。
　詳しくは、根室税務署10153（23）
3261まで。�
�

�
オータムジャンボ宝くじ�
発売のお知らせ�

�
　９月27日（月）～10月12日（火）ま
でオータムジャンボ宝くじ（新市町村
振興宝くじ）が発売されます。�
�
賞　　金�
　１等　　1億5,000万円　　　  22本�
　（１等前後賞各2,500万円）�
　２等　　　  1,000万円　　　  22本�
　３等　　　     100万円　　　220本�
�
抽せん日　10月15日（金）�
�
　この宝くじの収益金は市町村の明る
い街づくりや環境対策、高齢化対策な
ど地域住民の福祉向上のために使われ
ます。�
　前年度、同宝くじの収益金のうち、�
中標津町へは315万7千円が交付され、
中標津町情報ネットワーク整備事業に
活用しています。�
� 10

26日（日）�

午後５時15分～�
　　午後８時まで�

午前９時～�
　午後５時まで�

16日（木）�
30日（木）�

 休日開設日�  開設時間延長日�

�



I N F O R M

くらしの広場�くらし

�な
か
し
べ
つ
「
空
港
ま
つ
り
」
�

開
催
の
お
知
ら
せ
�

�　
な
か
し
べ
つ
「
空
港
ま
つ
り
」
実
行

委
員
会
で
は
、
管
制
塔
な
ど
の
空
港
施

設
見
学
会
や
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

と
の
写
真
撮
影
会
な
ど
を
行
う
「
空
港

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
�

と
　
き
　
九
月
十
二
日（
日
）午
前
九
時
�

　
　
　
　
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分
�

　
詳
し
く
は
、
な
か
し
べ
つ
「
空
港
ま

つ
り
」
実
行
委
員
会
（
航
空
局
中
標
津

出
張
所
）
1（
２
）
２
０
６
７
ま
で
。
�

�中
標
津
空
港
発
着
チ
ャ
ー
タ
ー
便
�

「
石
垣
・
宮
古
離
島
め
ぐ
り
四
日
間
」
�

の
旅
を
実
施
し
ま
す
�

�　
中
標
津
空
港
利
用
促
進
期
成
会
（
役

場
内
空
港
対
策
室
）
1
（
３
）
３
１
１

１
で
は
、
中
標
津
空
港
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
中
標
津
空
港
発
着
の
「
石

垣
・
宮
古
離
島
め
ぐ
り
四
日
間
」
の
チ

ャ
ー
タ
ー
便
（
農
協
観
光
釧
路
支
店
主

催
）
に
協
賛
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
同
ツ
ア
ー

が
好
評
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
今
回
は

週
末
を
利
用
し
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
�

日
　
　
程
　
十
一
月
二
十
六
日（
金
）〜
�

　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
九
日（
月
）�

旅
行
代
金
　
十
四
万
九
千
円
�

募
　
　
集
　
先
着
百
五
十
名
（
定
員
に
�

　
　
　
　
　
な
り
次
第
締
切
）
�

ツ
ア
ー
の
予
約
�

　
1
農
協
観
光
釧
路
支
店
1
０
１
５
４

（
２
４
）
１
１
７
５
ま
で
。
�

�自
宅
の
庭
で
苗
木
を
育
て
て
�

み
ま
せ
ん
か
？
�

�　
根
室
支
庁
で
は
、
根
室
地
方
に
適
し
�

た
緑
化
樹
木
を
自
宅
の
庭
先
等
で
種
か
�

ら
苗
木
に
な
る
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
る

「
里
苗
畑
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
�

　
育
て
て
い
た
だ
く
苗
木
は
、
ク
ロ
ミ

サ
ン
ザ
シ
、
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ハ

マ
ナ
ス
・
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
・
ミ
ヤ
マ

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
五
種
を
対
象
と
し
、
出

来
上
が
っ
た
苗
木
は
地
域
の
緑
化
に
活

用
し
ま
す
。
�

　
種
の
提
供
や
播
種
指
導
等
は
根
室
支

庁
が
行
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
応
募

締
切
は
九
月
末
ま
で
。
）
�

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
根
室

支
庁
経
済
部
林
務
課
み
ど
り
主
査
1
０

１
５
３（
２
３
）
６
１
３
１
ま
で
。
�

�平
成
十
六
年
度
集
落
協
定
の
�

概
要
を
公
表
し
ま
す
�

�　
中
標
津
町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
�

ら
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
具
体
的

な
事
業
内
容
は
集
落
で
策
定
す
る
協
定

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

制
度
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

次
の
と
お
り
協
定
概
要
を
公
表
し
ま
す
。
�

公
表
期
間
　
九
月
六
日
〜
九
月
三
十
日
�

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）
�

公
表
時
間
　
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
�

　
　
　
　
　
午
後
五
時
十
五
分
�

公
表
場
所
　
農
林
課
農
務
係
窓
口
�

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
農
務
係
ま
で
。
�

�貸
金
業
苦
情
相
談
専
用
�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ
�

�　
北
海
道
で
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

設
置
し
、
貸
金
業
利
用
者
か
ら
の
苦
情

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
通
話
料

は
無
料
で
す
。
お
悩
み
の
方
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

電
話
番
号
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
�

　
　
　
　
　
０
１
２
０
（
１
）
７
８
３
７
２
�

受

付

日
　
毎
週
月
・
金
曜
日
（
祝
祭
�

　
　
　
　
　
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
�

受
付
時
間
　
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
�

　
　
　
　
　
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
�

受
付
内
容
　
貸
金
業
に
関
す
る
苦
情
の
�

　
　
　
　
　
申
し
立
て
ま
た
は
相
談
。
�

「なかしべつのまちづくり評価しませんか」�
　調査結果報告書について�
　６月に実施しました町民アンケート調査（対象500名、回
答155名）の結果をまとめました。役場１階ホール・計根別
支所・総合文化会館に報告書を設置・配布しています。�
　また、町のホームページにも結果を掲載していますのでご
覧ください。�
　アンケートにお答えくださった皆さん、ご協力ありがとう
ございました。�
　問い合わせ先：企画財政課企画係（内線324）まで。�

健　　康�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154－22－0111）�

�

11

9月12日（日）なかしべつ「空港まつり」�
にポケモンジェットがやってきます。�

�
栄養教室　参加者募集�

�
◆「高脂血症教室」�
     開催日　　　　　   内　　容�

10月13日（水）　講話「どうして血液　

　　　　　　　ドロドロ？どうした　

　　　　　　　ら血液サラサラに？」�

10月21日（木）　講話�

　　　　　　　「適正体重で高脂血症改善」�

10月27日（水）　調理実習・試食�

　　　　　　　「善玉コレステロールを

　　　　　　　　　増やす食品を使って」�

会　　場　中標津町保健センター�

時　　間　午後７時30分～午後９時�

定　　員　25名（年齢・男女問わず）�

参 加 料　無　料�

申 込 先　中標津町保健センター（管理

　　　　　栄養士）1２－２７３３まで�

※定員に余裕のある場合は、10月12日�

　（火）まで随時受付します。�

※調理実習のみのお申し込みはご遠慮

　ください。�
�

◆「高齢者食生活改善事業」�
　人生80年時代を元気に過ごす食生活

のお話しです。�

     開催日　　　　　   内　　容�

９月30日（木）　講話「免疫力をアップ

午前10時～　　していきいき過ごす」

午前11時30分�

会　　場　中標津町保健センター�

対　　象　おおむね60歳以上の方、も

　　　　　しくはご家族の方�

定　　員　25名（男女問わず）�

参 加 料　無　料�

持 ち 物　健康手帳をお持ちの方はご

　　　　　持参ください�

申 込 先　中標津町保健センター（管理

　　　　　栄養士）1２－２７３３まで�

�

骨粗しょう症検診のお知らせ
（10月分）�

�

申込期間　９月６日～９月17日の平日�

実施期間　10月１日～10月29日の平日�

内　　容　問診、骨密度測定、診察�

対　　象　20歳以上の女性�

料　　金　1,000円（70歳以上500円）�

定　　員　１日２人�

実施場所　町立中標津病院�

申 込 先　中標津町保健センター（成人

　　　　　保健係）1２－２７３３まで�
�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成16年�9
VOL.501 （　） 内は前月比�

誕生   16人    死亡   10人�
転入 104人    転出 101人　�

７月31日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

23,880（＋  9）�
11,740（＋  3）�
12,140（＋  6）�
9,979（＋12）�

なかしべつ�

からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう 　町民憲章より�

町
で
は
中
標
津
町
・
羅
臼
町
合
併
協
議
会
が
策
定
し
た
「
新
市
将
来
構
想
」
の
、�

住
民
説
明
と
意
見
交
換
会
を
四
回
開
催
し
ま
し
た
。�

こ
の
意
見
交
換
な
ど
の
主
な
内
容
を
先
月
に
続
き
紹
介
し
ま
す
。�

町
民
と
の
意
見
交
換
会
が
�

行
わ
れ
ま
し
た
�

�□
　
三
万
人
に
な
る
と
特
例
で
市
に
な
れ

る
よ
う
だ
が
、
将
来
三
万
人
を
割
る

推
計
だ
が
…
�

■
 
特
例
法
で
三
万
人
、
合
併
新
法
で
も

三
万
人
で
あ
る
。
合
併
す
る
か
ら
に

は
市
に
な
る
。
町
民
の
意
識
も
変
わ

る
し
、
外
か
ら
の
目
も
変
わ
る
。
仕

事
的
に
は
生
活
保
護
費
事
務
が
道
か

ら
市
の
業
務
に
な
る
。
�

�□
 
斜
里
町
は
「
知
床
」
と
い
う
名
前
を

使
い
た
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
地
域
で

「
知
床
」
を
使
う
こ
と
は
失
礼
に
あ

た
る
の
で
な
い
か
…
�

■
 
知
床
半
島
は
斜
里
、
羅
臼
半
分
ず
つ

で
あ
り
、
先
に
使
っ
た
ほ
う
が
勝
ち

と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
全
部
、
知

床
を
使
う
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
相

手
の
感
情
を
逆
撫
で
し
、
無
視
す
る

よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
小
委
員
会
の

中
で
協
議
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
�

�□
 
国
の
財
政
支
援
だ
が
、
ア
メ
ほ
し
さ

に
道
を
間
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
期

限
を
決
め
て
や
る
こ
と
に
懸
念
が
あ
る
。

十
年
位
先
に
機
運
が
盛
り
上
が
れ
ば

合
併
と
い
う
考
え
は
で
き
な
い
か
…
�

■
　
北
海
道
や
各
県
は
財
政
難
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
補
助
金
、
交
付
税
の
削
減
、

財
源
委
譲
。
今
年
の
予
算
編
成
は
大

変
で
あ
っ
た
。
�

　
　
来
年
解
消
さ
れ
る
あ
て
は
な
い
。
国

も
地
方
に
回
す
金
は
な
い
。
行
政
は

必
死
で
あ
る
。
今
な
ぜ
合
併
な
の
か

だ
が
、
羅
臼
は
財
政
難
で
あ
る
。
そ

こ
と
合
併
す
る
な
ら
ば
、
支
援
の
あ

る
今
し
か
な
い
。
他
と
の
合
併
は
難

し
い
の
で
、
今
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
�

�□
 
羅
臼
の
税
、
財
政
問
題
。
中
標
津
と

羅
臼
の
合
併
は
慎
重
に
中
味
を
吟
味

し
て
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
反
対
し
ま
す
…
�

■
 
わ
が
町
は
海
の
な
い
町
で
酪
農
が
基

幹
産
業
で
あ
り
、
中
核
的
機
能
を
も

っ
て
い
る
。
周
り
が
あ
っ
て
発
展
し

て
き
た
町
で
一
方
の
羅
臼
は
漁
業
と

観
光
。
資
源
は
い
い
も
の
を
持
っ
て

い
る
。
互
い
に
違
っ
た
特
性
を
持
っ

て
い
る
両
町
。
難
し
さ
も
あ
る
が
、

な
い
も
の
同
志
が
う
ま
く
組
み
合
え
ば
、

今
ま
で
に
な
い
発
展
が
あ
る
。
財
政

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
慎
重
か

つ
大
胆
に
進
め
る
。
�

�□
　
中
標
津
と
羅
臼
は
産
業
構
造
が
違
う
。

新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
な
け
れ
ば

困
る
。
町
民
の
ア
イ
デ
ア
を
集
め
て
、

議
論
す
る
な
ら
ば
私
は
合
併
に
賛
成

で
あ
る
…
�

■
　
産
業
構
造
の
違
い
だ
が
、
見
方
で
あ
る
。

異
質
な
も
の
を
あ
わ
せ
る
と
す
ば
ら

し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
で
は
な
い
か
。

気
質
と
し
て
中
標
津
は
農
耕
民
族
、

羅
臼
は
狩
猟
民
族
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
す
ば
ら
し
い
も
の
に
、
素
材
だ

け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
新

市
の
発
展
と
し
た
い
。
�

�【
六
月
三
十
日
（
プ
ラ
ッ
ト
）
と
七
月
�

二
日
（
し
る
べ
っ
と
）
の
意
見
交
換
会
�

の
主
な
も
の
か
ら
】
�

�

★
今
回
の
意
見
交
換
会
の
全
内
容
を
町
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
�

�市
町
村
合
併
Ｑ
＆
Ａ
�

�　
九
月
号
か
ら
三
回
に
分
け
て
、
市
町
村

合
併
の
疑
問
に
つ
い
て
、
お
答
え
し
ま
す
。
�

�Ｑ
　
合
併
は
決
定
し
た
の
？
合
併
あ
り
き

で
協
議
し
て
い
る
の
で
は
。
�

Ａ
　
合
併
協
議
会
は
、
合
併
す
る
た
め
の

条
件
整
備
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
合

併
協
議
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
両
町

は
そ
の
協
議
に
参
加
し
、
合
併
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

協
議
が
最
終
的
に
整
い
、
両
町
長
が

各
々
の
議
会
に
提
案
し
可
決
さ
れ
な

け
れ
ば
合
併
は
決
定
し
ま
せ
ん
。
�

�Ｑ
　
中
標
津
の
名
前
は
な
く
な
る
の
？
�

Ａ
　
新
市
の
名
称
の
後
に
「
○
○
市
中
標

津
町
丸
山
二
丁
目
二
十
二
番
地
」
と

し
て
中
標
津
町
の
名
称
を
残
す
よ
う

合
併
協
議
会
に
提
案
の
予
定
で
す
。
�

�Ｑ
　
自
立
で
は
ダ
メ
な
の
？
�

Ａ
　
中
標
津
町
が
合
併
を
選
択
せ
ず
自
立

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
今
は
将

来
の
管
内
の
状
況
も
見
据
え
た
合
併

協
議
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
�

�合
併
に
関
す
る
こ
と
は
�

・
中
標
津
町
・
羅
臼
町
合
併
協
議
会
（
役
場
内
）
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